
様式第２号（補助金交付要綱第７条関係）
	１　事業名
	食材無償提供活動

	２　事業内容
	

	（実施期間）　令和６年９月１日　～　令和７年３月３１日
　　　　　　　

	（実施場所）　中区　国泰寺町　を中心に全市域


	（支援の対象者）

想定する対象者（　物価高騰等により食材確保に困っている生活困窮者　）
対象者数（見込）　　２８０人（実施期間延べ人数）
【定期的な実施等の場合の内訳：　月・週　２　回　×　１回当たり約２０人】

	（事業の目的）[できるだけ具体的に記載してください。]
（どうしてこの事業を実施するのか。この事業を実施する背景は何か。）
新型コロナ禍で仕事を失った生活困窮者に食材提供を行ってきましたが、最近の物価高騰などの影響を受けて、食材確保に困っている方が増えてきたため、引き続き支援活動を実施します。


	（取組内容）[できるだけ具体的に記載してください。]
毎月第２第４土曜日に、中区国泰寺を中心に、生活に困っている方に、生活支援として食材を無償提供しています。
活動の詳細はチラシ添付していますので確認してください。
食材の確保は、活動に賛同していただいている農家や小売店からの提供や、賛同していただける方からの寄付金で確保してします。
この活動は、私たちの団体のホームページやＳＮＳ、活動に理解をいただいている小売店でのチラシの掲示や配布で情報発信しています。

情報発信内容は、参考にホームページを印刷したものやチラシを添付しますので確認してください。



	※　内容が分かるものを別紙として添付していただいても結構です。

	（確認事項）
□　本事業は、原油価格・物価高騰等の影響を受けて、需要が増加または新たに生じている支援事業であることを申し立てます。
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	３　事業の効果・連携
	（以下の視点から具体的に記載してください。）

	(1) 事業の公益性（事業の内容は、営利を目的とするものや、特定の個人等に不当に利益を得させるものになっていないか。）
食材提供にあたって条件は設けておらず、公平に提供しています。提供する食材は、賛同いただける農家さんや小売店さん、寄付金で確保しており不当な利益は発生していません。
(2) 事業効果（事業の実施により、原油価格・物価高騰等の影響を受けて生活上の困難に直面している地域住民に対し、どのような効果が見込まれるのか。）
生活に困っている方に食材を提供することで、生活費の負担を軽減でき、かつ健康維持につながると考えています。
(3) 事業連携（広島市くらしサポートセンターとどのような連携をしているか、又はどのような連携ができると考えているか。）
くらしサポートセンターと連携することで、困っている方への情報発信が強化できると思います。そのほかにも、会場の提供なども相談に乗っていただけると助かります。



	４　本事業について他に申請中又は申請予定の国・広島県・本市等の補助金等の有無

	□　無

□　有

補助金等の名称

申請先

区分

申請額

決定時期

□申請中　□申請予定

円

□申請中　□申請予定

円

□申請中　□申請予定

円

　　
　上記補助金が採択された場合

□　上記補助金を活用して本事業を実施
□　広島市生活困窮者支援活動事業費補助金を活用して本事業を実施

　　
注：　国・広島県・本市又は国・広島県・本市が資本金、基本金その他これらに準ずるものを出資した法人等から補助金等を受けて実施する場合は、本補助金交付の対象外となります。


	担当者
	（当該補助金交付申請の内容について問い合わせることがあるため、対応できる方について記入してください。）

	（1） 役職、氏名　理事　健康　次郎
（2） 連絡先　　　住所　〒730-××××　 　中区　国泰寺町　●丁目　●番 ●号
TEL　082-504-0000　　　　　携帯電話　090-0000-0000
FAX　082-504-0000　　　  　ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　qwert＠qwert.co.jp


※　図面、イラスト、写真、見積書等事業内容の参考となるものがあれば添付してください。（ただし、提出される書類は、Ａ４判（両面使用も可）に統一してください。）
※　必要に応じて記載欄を拡大縮小していただいても、内容が分かるものを別紙として添付していただいても結構です。
記入例





・必ず、R6/4/1～R7/3/31の間の日付としてください。（継続して実施している支援活動の場合は、補助対象期間を記入してください。）





✓





記入例





✓





✓








